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2020 年度 JLMM 活動報告 

１. 2020 年度の動きと成果（概要） 

概況 

前年度末（２０２０年２月）以降、世界規模の新型コロナウイルスの感染拡大が深刻となり、その影響が続い

たため、２０２０年度に予定していた派遣候補者研修は 1 年間の延期となり、派遣は実施されなかった。また、

国内外において例年行ってきたほぼ全ての活動は中止・休止、延期または制限されたかたちでの実施とな

った。そのため、従来通りの活動に変わるオンラインによる活動が主体となった。 

派遣地における活動 

カンボジアにおける新型コロナ感染拡大により、４月５日に派遣者の洞江有実子が緊急帰国したことによ

り、派遣者が不在の状態となった。 

カンボジアでは前年度末（３月中旬）からすべての教育機関に休校措置がとられたため、それに準じ「子

どもの家」の活動などを休止した。 

 

現地で活動を継続する 3 名の現地スタッフのサポートのため、東京事務局と元派遣者を交えたオンライン

会議（Zoom）による定期的なスタッフ会議を行った。 

カンボジア政府より教育機関の休校措置が緩和され公立小学校が再開されたことを受け、コロナ予防の

ための対策を講じつつ６月１日から部分的に活動を再開した。その後も休校措置があったが、９月７日に部

分的に再開した。活動地のルッセイ村でもコロナ感染者が３名出たため、２０２１年２月２２日から再び活動を

休止した。 

 

７月に現地スタッフ３名の役職を確定し、ソピア氏がプログラム・コーディネーターとなり現地での活動を統

括することとなった。 

 

コロナ禍による生活困窮家族１６５世帯を対象に、米、油、魚の缶詰など食糧パックを１０月１日より毎月配

給した。 

１１月に村の訪問と衛生教育セミナーを部分的に再開したが、活動地の村落でチクングニア熱が流行した

ため一時活動休止となった。 

 

ハッピーアイスとロッティ販売は、教育機関の休校期間中は売上が伸びず、休止する参加者が多かった。 

 

派遣候補者募集と研修、派遣 

２０２０年度の派遣候補者募集に際しては、６名が選考に合格したが、コロナ状況を鑑み、1 年間の延期を

決定、研修を実施しなかった。 ２０２１年の研修実施については研修スタッフ・事務局スタッフ間で検討を重
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ね、研修待機者 6 名のために、特例として１年間のオンライン研修を初めての試みとして実施することを決定

し、準備を進めた。受講者はそれぞれの居住地にて就労しながらの研修参加となる。２０２０年度募集で合格

した６名が２０２１年度研修への参加を表明した。新規の派遣候補者募集は新型コロナ感染が終息するまで

行わないこととなった。 

  

スタディツアー（継続と新規企画） 

新型コロナウイルス感染拡大により、夏のＪＬＭＭ企画のスタディツアー、上智福岡高等学校カンボジアス

タディツアーなどの受託ツアーを含め予定していたすべてのツアーは中止となった。 

 

活動紹介とラチャナ商品紹介（教会に向けた広報の拡充） 

小教区における活動紹介は実施しなかったが、オンラインや機関紙を利用した販促活動を実施し、ラチャ

ナハンディクラフト、コーヒードリップパック、胡椒の個別発送による販売は継続した。カンボジアのコロナ感

染拡大に伴い、現地郵便局からの出荷が規制されるなどの影響もあった。 

 

オンライン企画「トモニイキル★チャンネル」の配信 

従来の対面によるイベントや活動報告会が実施できなくなったため、オンラインによる企画として「JLMM ト

モニイキル★チャンネル」を YouTube に立ち上げ配信した。現在海外で活動する OBOG や元スタッフとオ

ンラインでつなぎ、「コロナ禍でともに生きるとは」をテーマにインタビューするシリーズ（カンボジア、スペイン、

イタリア、アメリカ、カナダの５か国）、カンボジアの塩漬け胡椒を紹介するレシピ動画「Ｕ子のコショウがいい

でＳＨＯＷ?」を４編制作し、配信した。さらに、カンボジアの現地スタッフからの報告をもとに、「STM ニュース」

を制作・配信し、コロナ禍における生活困窮世帯に向けたＪＬＭＭの食料配給プログラムについて広く伝え、

支援を呼びかけた。 

 

カリタスジャパンとの連携（災害対応マニュアルワークショップと ERST 発足） 

事務局スタッフがカリタスジャパン「災害対応マニュアル」の製作に参画、完成させた。またその完成を受

け、教区災害対応担当者向けのマニュアル活用法のワークショップの企画・実施に協力し、高松、札幌、新

潟、名古屋の各教区で実施した。また、災害発生時に被災教区の支援を専門的にサポートする「緊急対応

支援チーム ERST」メンバーに事務局スタッフ 2 名が指名され、チームの発足に協力した。 

 

カトリック東京教区との連携（災害対応チーム） 

カトリック東京大司教区からの要請に応え、事務局スタッフがカトリック東京教区災害対応チームのメンバ

ーとして活動に協力した。カトリック東京教区災害対応チームは、教区内で起こる災害に対応するために設

立され、2020 年はコロナ感染症の拡大も災害と捉え、コロナ禍における生活困窮や外国人支援のための啓
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発ポスター作成、「コロナ支援プラットフォーム」の開設・運営、コロナ対応で支援活動する小教区などの団

体を紹介する「オンラインパネルディスカッション」の企画・配信に協力した。 

 

 各国派遣状況及び会員数は以下のとおりである。 

 

 ２０２１年３月３１日現在の派遣国と派遣者 

カンボジア…１名 

計 １ヶ国 １名 

 ２０２１年３月３１日現在の正会員数 １０名（名簿は後述） 

 ２０２１年３月３１日現在の賛助会員数 ２，６３８（個人・団体） 

     内訳 

個人… １，３５２、教会… ３４７、修道会… ５９０、学校… １９０、その他… １５９ 

 

 

成果 

 ・コロナの影響で、オンラインによる企画や会議、連携活動を促進することで、全国各地・海外など遠方との

つながりを構築する良い機会が得られ、活動の形態に新たな可能性を見出した。 

 ・長年の課題であったカンボジアにおける活動のローカル化、現地スタッフによる運営が促進された。 

 

課題 

 ・派遣、研修、スタディツアー、各種イベントなど従来の主たる活動ができない状態となり、社会の現状に対

応した活動の在り方を検討する必要がある。 

 ・ラチャナの小教区での販売やスタディツアーなど収入につながる事業ができず、経済的に厳しい状態と

なった。 

 

２. 各国活動 

(1) カンボジア 

Ⅰ プノンペン市ステンミエンチャイ地区ゴミ集積場周辺に暮らす家族のための生活向上支援 

カンボジアにおけるコロナ感染症の拡大により、４月５日に洞江有実子が緊急帰国し、現地スタッフ３名（ソ

ピア、サヴェット、マーリン）が現地の活動を担当した。 

２０２１年度は、次のとおり事業を実施した。事業実施に関する活動資金の一部は、大阪大司教区「カンボ

ジアの日」、海外邦人宣教者活動援助後援会（JOMAS）などからの支援を受けた。 

 

1.概要 
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カンボジアにおけるコロナウイルス感染症拡大の影響により、すべての教育機関が数カ月間閉鎖、地域

の縫製工場なども閉鎖され、多くの人々は職を失うなど人々の生活は厳しい状況となった。JLMM カンボジ

アでも、いくつかの活動や行事を中止せざるを得ない状況となり、現地スタッフの人員を減らすなどの対応を

余儀なくされた。 

ＪＬＭＭの活動地のステンミエンチャイ地区、特に有価物収拾により現金収入を得ている住民の多いルッ

セイ村では、収入源が得られず支出が増加することで生活困窮の度合いを増している。 

この地域の特に生活困窮世帯の子どもたちは他のＮＧＯが運営する教育機関で給食を得られていたが、

教育機関が一斉に休校となり、家にいる子どもたちの食費が家庭の経済を圧迫している。流通が滞ることに

より市場の食料品の価格は高騰、反面、住民の主な収入源である収拾した有価物の価格は下がっているこ

とも、住民の生活を増々苦しくさせている。 

 

２．活動 

コロナの状況に対応するため、４月に現地スタッフ数を削減し、ソピア、サヴェット、マーリンの３名体制とな

った。サヴェットは出産に伴う３カ月間の育休を取得した。 

月曜日から金曜日の午前７時３０分から１０時３０分まで次の活動を行った。 

スタッフは、母親センターの清掃・メンテナンス、教材開発、母親セミナーの準備、図書室整備、教室の整

備、ゲームの準備、ドリップパックコーヒー生産・発送、ハッピーアイス業務などを行った。 

すべてのスタッフはマスクを着用、頻繁に手洗いし、ソーシャルディスタンスを徹底し、コロナ感染予防に

努めた。 

 

 １）子どもの家 

コロナ状況下で全国の小学校が休校措置となり、多くの子どもたちが家庭で過ごすことになり、家族や子

どもたちからの要望に応え、「子どもの家」を６月に再開した。センターの近隣に暮らす子どもたちが大勢参

加した。コロナ感染拡大防止策として、１クラスを３グループに分け参加人数を限定、活動日を月・水・金曜

日の週３回に制限し、時間も８時３０分から１０時までと短縮して活動を実施した。 

歌、衛生教育、本の読み聞かせ、クメール語学習、塗り絵、絵画、ゲーム、パズル、絵本などの活動を行

った。毎回、２５名程度の子どもたちが参加した。 

 

 「子どもの家」のスケジュール 

時間 月曜 水曜 金曜 

8:30-8:40 歌 歌 歌 

8:40-8:50 衛生教育 衛生教育 衛生教育 

8:50-9:10 クメール語読み書き クメール語読み書き クメール語読み書き 

9:10-9:30 算数 算数 算数 

9:30-9:50 絵画 絵画 絵画 

9:50-10:00 本の読み聞かせ 本の読み聞かせ 本の読み聞かせ 
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７月からは「大きな子どもの家」、「小さな子どもの家」の２クラスを再開した。 子どもたちは友だちとの再会

を喜び、楽しく活動に参加したが、マスクの着用に関しては呼吸が息苦しくなるために徹底することが難しか

った。また、子どもたちの学習や遊びの時間に、特に小さな子どもたちのソーシャルディスタンスを確保する

ことが困難だった。この２クラスには毎回３５名程度の子どもたちの参加があった。 

 

1-1) 教員・アシスタント会議 

毎月 1 回の会議を開催した。指導法と子どもたちの評価について話し合い、指導の体験を共有した。 

 

1-2) 家庭訪問 

毎月２回、ルッセイ村の家庭訪問を行い、特にコロナ禍における住民の生活状況や問題、ニーズにつ

いて調査した。結果、収入の減少、食糧の価格が高騰、就業困難、健康への不安、子どもたちの学習へ

の不安などについて把握できた。 

 

1-3) 栄養改善プログラム 

コロナの影響で実施しなかった。 

 

1-4) 図書館 

月曜から金曜までの午前７時３０分から１０時３０分まで開室した。１日に１５名ほどの子どもが利用した。 

 

  
マスクを着用して活動に参加 ６月から活動を再開 

 

２）医療支援と家庭訪問 

コロナの影響で実施しなかった。 

 

３）収入創出プログラム 

家族が安定した収入を得、子どもたちが就学できるようにするため、収入創出プログラムを実施した。現
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在５名の女性がステンミエンチャイ地区周辺やプノンペン市にて、屋台貸し出しプロジェクトとしてハッピー

アイスを販売している。主に公立小学校や民間の学校の前や、村の中での販売を行っているが、コロナの

影響で教育機関が一時的に閉鎖されたことにより、販売場所を失ってしまった。そのため学校の再開まで

販売の中止を余儀なくされた。 

地域の母親たちの収入創出のため、コーヒードリップパック生産を行った。プノンペン市内のイオンモー

ル、シェムリアップの店舗、日本での販売のために生産と発送を行った。ゴミ収拾に変わる仕事として、子

どもの就学を支える手段として実施した。今後も生活困窮にある女性、特に寡婦を対象とした生産者の拡

大を目指したい。 

 

 3-1) 屋台貸し出しプロジェクト 

５月から１２月まではハッピーアイス販売者は１名（スレイコム氏）のみであったが、２０２１年１月から３月

にかけては４名（スレイモム、サンポール、ソピアップ、ソピー各氏）であった。 

 

 3-2) ドリップパックコーヒー生産 

東京（日本での販売向け）、イオン・プノンペン支店、シェムリアップの店舗での販売用に、２,３４０個のド

リップパックコーヒーを生産・送付した。 

 

４）女性の自立支援 

母親は家庭の生活改善のために重要な役割を持っているという認識のもと、地域の女性に向けて栄養

改善、衛生教育、住環境改善のセミナーを開催した。女性自身が各自の課題に気づき、お互いに体験を

分かち合うことを通して知見を共有し、自分たちの力で生活改善を実施していくことを目指した。 

主にゴミ収拾で生計を立てている女性たちを中心に、３グループに分けてセミナーを実施した。 

スタッフは他の NGO や保健センターにおける研修を受けたことにより、教材の質が向上し、セミナー参

加者がより理解しやくなった。 

 

  

衛生セミナーを３グループで実施 コロナ予防についてのセミナー 

 

 4-1) 母親ミーティング 
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コロナの影響で実施しなかった。 

  

 4-2) 母親セミナー 

１０月…衛生セミナーの教材準備 

１１月…コロナ予防について、グループ１にて３６名参加 

１２月…対象地域におけるコロナ感染拡大により実施せず 

２０２１年１月…コロナ予防について、グループ２にて７０名参加 

2 月…コロナ予防について、グループ３にて４０名参加 

   

  4-3) コロナ禍における生活困窮家族への緊急食糧支援 

新型コロナウイルス感染拡大は、カンボジアの特にステンミエンチャイ地区の住民の生活に大きな経

済的なダメージを与えている。この地域の住民は主にゴミ収拾、建設現場作業、工場労働、バイクタク

シー運転手として働いているが、収入が激減した。JLMM カンボジアでは生活困窮家族に対し緊急食

糧支援を開始し、1 世帯当たり 1 回につき米５キロ、魚の缶詰２缶、魚醤１本、食用油１本、調味料１袋

の食料パック支援を 10 月より月に 1 度の頻度で行った。毎月の月初めに、１６５家族に配布を実施した。 

生活困窮している家庭を訪問し、対象家族を選定し、配給用の ID カードを配布して、配給日を事前

に告知した。  

配給場所では入場者を２０名未満に制限し、配給を受け取る家族にはマスク着用、手指消毒、ソーシ

ャルディスタンスの確保に努めた。このように事前に住民に連絡したが、現地スタッフ３名のみでの管理

には困難な場面もあった。生活が大変厳しい状況の中で、この食糧支援には JLMM への感謝の声が

住民から寄せられている。 

 

  

生活困窮１６５家族に食糧パックを配給 配給前の消毒 

 

５）スタッフ研修 

スタッフの能力向上のため、東京事務局の金山によるエクセル教室をオンラインで実施、現地スタッフ３

名が参加した。（２０２１年１月１４日、２月２日、３月２日） 

６）その他 
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・報告関係…CDC（カンボジア開発評議会）への３カ月毎の報告書、JLMM 東京事務局への２週間毎の

報告書、月間会計報告、会議報告書 

 

・会議…東京事務所とのオンライン会議（毎月２～３回） 

 

・シェムリアップの修道会支援…ID カード、NGO ビザ更新手続き 

 

３. 調査・調整活動  

  今年度は実施しなかった。 

４. 研修  

  今年度は研修を実施しなかった。 

５. 派遣  

今年度は派遣を行わなかった。 

 

６. 派遣候補者の募集と選考  

２０２０年度の派遣候補者は６名が選考により合格していたが、コロナ状況により研修は行わなかった。 

２０２１年度研修をオンラインで実施することを検討し、準備した。 

 

７. 団体連携・協力  

 

（１）特定非営利活動法人 AFMET の運営協力 

特定非営利活動法人 AFMET の運営に、事務局職員金山重之と漆原比呂志を派遣し協力した。 

AFMET 理事会 ２０２０年７月１４日、９月３日、１０月２日、１１月２０日、２０２１年１月２６日 

  AFMET 総会             ２０２１年３月１４日 

   

 

（２）カトリック東京ボランティアセンター（CTVC）の運営協力 

２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災の被災地支援に際し、２０１１年４月２４日に開設されたカトリッ

ク東京ボランティアセンター(CTVC)の活動を支援した。 

２０２１年３月３１日をもって、CTVC は解散し、JLMM の東京教区との業務委託が終了した。 

 

（３）カリタスジャパンの活動への協力 

 JLMM が編集に協力したカリタスジャパン制作「災害対応マニュアル」の教区の災害担当者向けワークショ
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ップをオンラインで開催した。 

 高松教区（１０月５日）、札幌教区（１０月２０日）、新潟教区（１２月１８日）、名古屋教区（１月２２日） 

 

 カリタス援助部会委員として辻明美を派遣した。 

 

 カリタスジャパンの呼びかけで、今後、中規模以上の災害発生直後時に全国から支援に駆けつけられるよ

う ERST（緊急対応支援チーム）が選出され、事務局の漆原と辻が ERST の共同世話人となり、連続ワークシ

ョップを企画・実施した。 

 

（４）東京教区 災害対応チーム 

カトリック東京大司教区からの要請に応え、事務局の漆原と辻がカトリック東京教区災害対応チームのメン

バーとして活動に協力した。「コロナ支援プラットフォーム」の開設・運営、コロナ対応で支援活動する小教区

などの団体を紹介する「オンラインパネルディスカッション」の企画・配信に協力した。 

 

（５）学校連携・協力 

 特になし。 

 

（６）NGO 連携・協力 

JOMAS（海外邦人宣教者活動援助後援会）３年間の助成事業の３年目を実施中。 

 

８. ゴスペル  

 コロナ禍により練習、コンサートは実施しなかった。 

 

９. 海外ボランティア制度  

キリスト教信徒ではない、もしくは短い期間でも派遣を希望する方に向け、２０１２年度から新たな試みとし

て、フェローズ制度を設置し試行的に実施した。 

２０１３年度からは名称を「海外ボランティア制度」に改め参加者を募集したが、希望者がなかったため実

施しなかった。 

 

10. 広報  

（１）ミッション（ニュースレター）発行 他 

ミッション№１９１～１９２の計２号を以下のとおり発行した。 

 

№ 発行日 部数 内容 
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№１９１ ２０２０年７月１７日 3,000 部 

・コロナ禍における JLMM の活動状況のご報告（事務局） 

・コロナ禍でもできること（JLMM カンボジア） 

・派遣を終えて（洞江有実子） 

・カンボジアからの手紙（浅野美幸） 

・ご支援ください！（事務局） 

・書き損じはがき ご支援のお願い 

・緊急募金のお願い 

№１９２ ２０２０年１１月３０日 3,000 部 

・派遣を終えて（浅野美幸） 

・コロナ禍でもできること（JLMM カンボジア） 

・ご支援ください！（事務局） 

・書き損じはがき ご支援のお願い 

・クリスマス募金のお願い 

 

（２）広告掲載等 

カトリック新聞におおむね月１回、年１８回広告を掲載した。 

２０２０年 

４月１２日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

５月３１日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

６月２１日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

７月１９日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

８月 ９日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

８月２３日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

９月２０日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

９月２７日    ３段１／２   JLMM の活動をご支援ください（世界難民移住移動者の日） 

１０月１８日   ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

１１月１５日   ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

１１月２９日   ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

１２月 ６日   ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

１２月１３日   ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

１２月中旬   ２段１／４   カンボジアの家族に食糧パックを届けています 

１２月２０日   ２段５ｃｍ   カンボジアの家族に食糧パックを届けています 

２０２１年 

１月２４日    ２段５ｃｍ   春のカンボジアスタディツアー 

２月２１日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動にご支援ください 

３月２１日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動にご支援ください 
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（３）新聞・雑誌記事掲載 

  特になし。 

 

11. 報告会・説明会・講演  

コロナ状況により、実施しなかった。 

 

12. 主催イベント  

（１）オンライン企画「トモニイキル★チャンネル」 

現在海外で活動する OBOG や元スタッフとオンラインでつなぎ、「コロナ禍でともに生きるとは」をテーマに

インタビューするシリーズ（カンボジア、スペイン、イタリア、アメリカ、カナダの５か国）、フードコーディネータ

ーの藤間裕子氏の協力を得て、カンボジアの塩漬け胡椒を紹介するレシピ動画「Ｕ子のコショウがいいでＳ

ＨＯＷ?」を４編制作し、配信した。さらに、カンボジアの現地スタッフからの報告をもとに、「STM ニュース」を

制作・配信し、コロナ禍における生活困窮世帯に向けた JLMM の食料配給プログラムについて広く伝え、支

援を呼びかけた。 

 

回数 日付 配信内容 

１ ２０２０年５月３日 カンボジア 坂野一生さん インタビュー 

２ ２０２０年５月１３日 スペイン 出崎慎也さん インタビュー 

３ ２０２０年５月２２日 イタリア シスター有田由佳さん インタビュー 

４ ２０２０年６月１３日 アメリカ ポーリン・イレトさん インタビュー 

５ ２０２０年９月１日 カナダ レイモンド神父 インタビュー 

６ ２０２０年９月２３日 Ｕ子のコショウがいいで SHOW? カルパッチョ編 

７ ２０２０年１０月３０日 Ｕ子のコショウがいいで SHOW? おにぎり編 

８ ２０２０年１０月３０日 ＳＴＭニュース 食糧パック配給 

９ ２０２０年１２月１８日 Ｕ子のコショウがいいで SHOW? クリスマス・オードブル編 

１０ ２０２０年１２月２４日 Ｕ子のコショウがいいで SHOW? マッシュポテトとポトフ編 

 

 

JLMM OB とのオンラインインタビュー（スペイン） 
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13. バザー・イベント等への参加・企画協力  

 コロナの影響で小教区の活動も休止したため、小教区が行うバザーなどのイベントには参加できなかった。

また、例年参加していた「カンボジアフェスティバル」、「グローバルフェスタ」は中止となった。 

 

14. ファンドレイジング  

 特になし。  

 

15. OB・OG 会 

 今年度は実施されなかった。 

 

16. スタディツアー  

 コロナの影響で予定されていたスタディツアーはすべてキャンセルとなり、新規のツアーを企画しなかった。  

 

17. スタッフ研修  

・ＪＩＣＡ主催ＰＣＭ研修（立案編）にオンラインで参加した。（２０２１年１月１５日、漆原・辻） 

 

18. 会議  

（１）総会 

開催回 開催日 会場 議   題 

定時 
２０２０年 

７月３１日 

事務局 

（書面表決） 

・役員の選任について 

・２０１９年度事業報告（案）及び収支決算（案）について 

 

（２）理事会 

開催回 開催日 会場 議   題 

第１回 
２０２０年 

７月１０日 
電子メール評決 

・各国・国内活動状況について 

・役員の選任について 

・２０１９年度活動報告（案）及び収支決算（案） 

・２０２０年度活動計画（案）並びに収支予算（案） 
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第２回 
２０２０年 

１０月５日 
オンライン会議 

・各国・国内活動状況について 

・２０２１年度派遣候補者募集について 

・２０２１年度研修について 

第３回 
２０２０年 

１２月７日 
オンライン会議 

・各国・国内活動状況について 

・２０２１年度研修について 

・次期役員について 

第４回 
２０２１年 

３月８日 
オンライン会議 

・各国・国内活動状況について 

・２０２１年度研修について 

・理事会議事録の確認 

・外部団体事業受託について 

 

19. 正会員・理事・顧問司教  

 

正会員は次のとおりである。当会の正会員は一般社団法人及び一般財団法人に関する法律に規定され

ている社員である。 

 氏 名 備 考 

１ 緒方 真理子  

２ 岸野 眞理子  

３ 眞鍋 まり  

４ 大垣 俊朗  

５ 漆原 比呂志  

６ 辻 明美  

７ 金山 重之  

８ 小林 誠  

９ 渡邉 怜子  

１０ 松村 繁彦  

 

役員構成は次のとおりである。 

理事の任期は２０１９年５月２９日から２０２１年度最終総会まで、監事の任期は２０１９年５月２９日から２０２

３年度最終総会までとなる。 

顧問司教は山野内倫昭さいたま教区司教である。 

 

 役 職 氏 名 所 属 等 備考 

１ 代表理事 松村 繁彦 カトリック北一条教会主任司祭  

２ 理事 浜崎 眞実 カトリック横須賀三笠教会主任司祭 指導司祭 
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３ 理事 小林 誠 法務省多摩少年院(医師)   

４ 理事 高橋 睦子 幼きイエス会 研修担当者 

５ 理事 村上 芳隆 フランシスコ会管区長  

６ 理事 渡邉 怜子 日本カトリック信徒宣教者会・OG  

７ 理事 漆原 比呂志 JLMM 事務局 / OB 事務局長 

１ 監事 品田 典子 日本カトリック学校連合会  

２ 監事 野田 典義 野田典義税理士事務所  

 

 品田監事による活動の監査を実施した。 

 ２０２１年５月２６日 

  

 野田典義監事による会計監査を実施した。 

 ２０２１年６月２日 

 

20．加盟団体等  

２０２０年３月３１日現在、当会が所属する団体等は次のとおりである。 

日本カトリック司教協議会 公認団体 （２００２年５月９日加盟） 

特定非営利活動法人国際協力ＮＧＯセンター（JANIC）正会員 （２００９年１０月２３日承認） 



（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金 0 0 0 

普通預金 4,754,231 9,640,375 △ 4,886,144 

定期預金 100,000 100,000 0 

立替金 0 6,882 △ 6,882 

前払費用 895 5,744 △ 4,849 

流動資産合計 4,855,126 9,753,001 △ 4,897,875 

２．固定資産

工具器具備品 155,345 79,439 75,906 

電話加入権 74,984 74,984 0 

固定資産合計 230,329 154,423 75,906 

資産合計 5,085,455 9,907,424 △ 4,821,969 

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

預り金 133,259 125,832 7,427 

流動負債合計 133,259 125,832 7,427 

２．固定負債

固定負債合計 0 0 0 

負債合計 133,259 125,832 7,427 

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産合計 0 0 0 

２．一般正味財産合計 4,952,196 9,781,592 △ 4,829,396 

正味財産合計 4,952,196 9,781,592 △ 4,829,396 

負債及び正味財産合計 5,085,455 9,907,424 △ 4,821,969 

科目

貸借対照表

2021年3月31日現在

一般社団法人JLMM



（単位：円）

当年度 前年度 差異 備考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取会費 986,000 960,000 26,000 

受取会費 986,000 960,000 26,000 

受取寄付金 13,488,205 24,057,740 △ 10,569,535 

受取寄付金 13,488,205 24,057,740 △ 10,569,535 

受取寄付金振替額 0 0 0 

受取助成金 2,403,464 998,000 1,405,464 

受取助成金 2,403,464 998,000 1,405,464 

受取助成金振替額 0 0 0 

事業収益 609,397 0 609,397 

雑収益 84,007 83 83,924 

受取利息 26 83 △ 57 

雑収入 83,981 0 83,981 

経常収益計 17,571,073 26,015,823 △ 8,444,750 

（２）経常費用

事業費

給与手当 6,623,646 6,680,760 △ 57,114 

法定福利費 1,098,509 1,072,756 25,753 

福利厚生費 21,265 14,338 6,927 

会場費 455,076 321,170 133,906 

会議費 800 1,217 △ 417 

旅費交通費 8,464 226,240 △ 217,776 

通信運搬費 805,504 828,945 △ 23,441 

消耗品費 56,564 160,160 △ 103,596 

派遣手当 4,227,946 1,200,000 3,027,946 

休暇手当 0 50,000 △ 50,000 

印刷製本費 149,145 240,968 △ 91,823 

現地活動費 2,903,464 1,537,913 1,365,551 

賃借料 27,478 0 27,478 

保険料 0 285,670 △ 285,670 

諸謝金 0 0 0 

支払手数料 32,360 0 32,360 

広告費 199,390 188,646 10,744 

委託費 0 1,598 △ 1,598 

仕入高 105,000 787,237 △ 682,237 

事業費計 16,714,611 13,597,618 3,116,993 

２０２０年度正味財産増減計算書

2020年4月1日から2021年3月31日まで

一般社団法人JLMM



当年度 前年度 差異 備考

管理費

給料手当 3,678,016 4,014,190 △ 336,174 

法定福利費 595,860 803,209 △ 207,349 

福利厚生費 7,169 7,169 0 

会議費 4,400 1,243 3,157 

旅費交通費 28,660 80,444 △ 51,784 

通信運搬費 173,702 261,159 △ 87,457 

減価償却費 48,156 30,891 17,265 

消耗品費 27,513 28,920 △ 1,407 

印刷製本費 0 0 0 

光熱水料費 84,942 84,990 △ 48 

賃借料 0 0 0 

リース料 850,512 850,512 0 

保険料 0 0 0 

諸会費 44,125 44,050 75 

租税公課 80,450 110,000 △ 29,550 

慶弔費 16,500 16,500 0 

支払手数料 45,853 67,455 △ 21,602 

管理費計 5,685,858 6,400,732 △ 714,874 

経常費用計 22,400,469 19,998,350 2,402,119 

当期経常増減額 △ 4,829,396 6,017,473 △ 10,846,869 

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

固定資産受贈益 0 0 0 

経常外収益計 0 0 0 

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 4,829,396 6,017,473 △ 10,846,869 

一般正味財産期首残高 9,781,592 3,764,119 6,017,473 

一般正味財産期末残高 4,952,196 9,781,592 △ 4,829,396 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取寄付金 0 0 

受取助成金 0 0 

一般正味財産への振替額 0 0 

当期指定正味財産増減額 0 0 0 

指定正味財産期首残高 0 0 0 

指定正味財産期末残高 0 0 0 

Ⅲ　正味財産期末残高 4,952,196 9,781,592 △ 4,829,396 



（単位：円）

研修事業 派遣活動事業 調査研究事業 広報事業 行事 販売事業

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取会費 0 0 0 0 0 0 986,000 0 986,000

受取会費 986,000 986,000

受取寄付金 600,000 8,600,000 0 1,000,000 0 0 3,288,205 0 13,488,205

受取寄付金 600,000 8,600,000 0 1,000,000 0 0 3,288,205 13,488,205

受取寄付金振替額 0

受取助成金 0 2,403,464 0 0 0 0 0 0 2,403,464

受取助成金 2,403,464 2,403,464

受取助成金振替額 0

事業収益 609,397 609,397

雑収益 0 83,980 0 0 0 1 26 0 84,007

受取利息 26 26

雑収入 83,980 1 83,981

経常収益計 600,000 11,087,444 0 1,000,000 0 609,398 4,274,231 0 17,571,073

合計

２０２０年度正味財産増減計算書内訳

2020年4月1日から2021年3月31日まで

一般社団法人JLMM

法人会計 内部取引控除

実施事業等会計



研修事業 派遣活動事業 調査研究事業 広報事業 行事 販売事業
合計法人会計 内部取引控除

実施事業等会計

（２）経常費用

事業費

給与手当 0 3,291,666 0 0 0 3,331,980 6,623,646

法定福利費 0 533,719 0 0 0 564,790 1,098,509

福利厚生費 0 14,096 0 0 0 7,169 21,265

会場費 455,076 0 0 0 0 0 455,076

会議費 0 0 0 0 0 800 800

旅費交通費 6,064 0 0 0 0 2,400 8,464

通信運搬費 99,780 0 0 678,530 0 27,194 805,504

消耗品費 3,594 8,794 0 14,448 0 29,728 56,564

派遣手当 0 4,227,946 0 0 0 0 4,227,946

印刷製本費 0 0 0 148,947 0 198 149,145

現地活動費 0 2,903,464 0 0 0 0 2,903,464

賃借料 0 0 0 27,478 0 0 27,478

保険料 0 0 0 0 0 0 0

諸謝金 0 0 0 0 0 0 0

支払手数料 770 13,000 0 2,090 0 16,500 32,360

広告費 0 0 0 199,390 0 0 199,390

委託費 0

仕入高 105,000 105,000

事業費計 565,284 10,992,685 0 1,070,883 0 4,085,759 0 0 16,714,611



研修事業 派遣活動事業 調査研究事業 広報事業 行事 販売事業
合計法人会計 内部取引控除

実施事業等会計

管理費

給料手当 3,678,016 3,678,016

法定福利費 595,860 595,860

福利厚生費 7,169 7,169

会議費 4,400 4,400

旅費交通費 28,660 28,660

通信運搬費 173,702 173,702

減価償却費 48,156 48,156

消耗品費 27,513 27,513

印刷製本費 0

光熱水料費 84,942 84,942

賃借料 0

リース料 850,512 850,512

保険料 0

諸会費 44,125 44,125

租税公課 80,450 80,450

慶弔費 16,500 16,500

支払手数料 45,853 45,853

管理費計 0 0 0 0 0 0 5,685,858 0 5,685,858

経常費用計 565,284 10,992,685 0 1,070,883 0 4,085,759 5,685,858 0 22,400,469

当期経常増減額 34,716 94,759 0 △ 70,883 0 △ 3,476,361 △ 1,411,627 0 △ 4,829,396



研修事業 派遣活動事業 調査研究事業 広報事業 行事 販売事業
合計法人会計 内部取引控除

実施事業等会計

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 34,716 94,759 0 △ 70,883 0 △ 3,476,361 △ 1,411,627 0 △ 4,829,396

一般正味財産期首残高 2,000,000 2,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 2,781,592 0 9,781,592

一般正味財産期末残高 2,034,716 2,094,759 1,000,000 929,117 1,000,000 △ 3,476,361 1,369,965 0 4,952,196

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取寄付金 0

受取助成金 0

一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 2,034,716 2,094,759 1,000,000 929,117 1,000,000 △ 3,476,361 1,369,965 0 4,952,196



１　重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却について

　　車両運搬具、工具器具備品・・・・・定額法による減価償却をしている。

２　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期減価償却額 当期末残高

工具器具備品 79,439 124,062 0 48,156 155,345

合　　計 79,439 124,062 0 48,156 155,345

３　指定正味財産から一般正味財産への振替額は次のとおりである。

（単位：円）

内　　容 金　　額

合　　計 0

４　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上

の記載区分

助成金

　大阪教区カンボジアの日 大阪教区 0 1,057,784 1,057,784 0 一般正味財産

　JOMAS JOMAS 0 1,345,680 1,345,680 0 一般正味財産

0 2,403,464 2,403,464 0合　　計

財務諸表に対する注記



１．基本財産及び特定資産の明細

　基本財産及び特定資産を有していない。

２．引当金の明細

　引当金を設定していない。

附　属　明　細　書



一般社団法人ＪＬＭＭ
（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

預　金 普通預金

　三菱ＵＦＪ銀行六本木支店 運転資金として 760,702

　三菱ＵＦＪ銀行六本木支店 寄付金等受け入れとして 1,687,033

　郵便振替 寄付金等受け入れとして 2,306,496

定期預金

　三菱ＵＦＪ銀行六本木支店 100,000

前払費用 労働保険料 895

4,855,126

（固定資産）

什器備品 パソコン３台 事務局にて使用 155,345

電話加入権 事務局FAX 03-5414-0991 74,984

230,329

5,085,455

（流動負債）

預り金 社会保険料 133,259

133,259

133,259

4,952,196

流動負債合計

負債合計

正味財産

財　　産　　目　　録

2021年3月31日現在

貸借対照表科目

流動資産合計

固定資産合計

資産合計




